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In ordel－ k）develop artificiaIbait for bottom setlo11g・li11e fishing，teSt baits were  

madel）y CO王Ⅵbining certain cheIⅥica】s，and foodI11ateria】s such as fishnleal，etCりuSlng  

a】1y（lrop】1iIiotl＄high polymer as the combiner or凱1ppOrting111ateriaI．Their efficieIICy  

i11CatChing fisllWaS teStedin field experi】nentS．  

Al）relimi王1ary field experinlent WaS at first conくiucted to find tlle teXturalor tacとile  

effects of the polymerl）y COVering pleCeS Of squid‡ⅥuSCle with a thin r王1embrane of  

llydroplliIiousl）Oiymer－ The catch rate of t王1e Squid bait with the polyInerlTle！Ⅵbrane  

WaS aS gOOd as that＼lriとllOut tlle membraIle．  

A totalof six testl）aits were prepared，Of t】1eSe，R・V was the most efficient．The  

catch rate（〉f the R・V was al〕Outl．6tilⅥeS that ofとbe controIsqt貢d bait，Whereas tllOSe  

of the othcr five baits werc allless than that of the control．Thc R・V containcd alaninc，  

l）etaine and glycl11e hladdition to otiler COlⅥpO王1entS．TIluS，it was nlOStlikely that sonle  

ofと11e al）OVethreechemica】s wel・e effective alone orsynergistica11y withothercompoIlentS  

i11Stimul妄ItiIlg feeding behavior．   

1’here was a considerable species selectivity fortlle R・Ⅴ，C“減け両脚Cんαβノ叩川gCそiぷ〉  

βだαアlねeggα71gわ摘〉助zl‘ゐg〟β川ムγだmαアf㍑ざreSpeCtive】ybeingthespecieswith thebestcatch  

rates．Tile CatCllrateS Of the R“V for these three species reiative to those of tlle Squid  

bait were3．4．2．2and o．71・CSPeCtivcly．Analyses of thc baitloss and numerく）LIS gnaWed  

marlくS On the rcturned bait＄SuggeSted that the R・Vis an appeaii咽food for scavengers  

also．In tllelaboratory，a SCaVenger肋～Jw抑軌ざ舶壷〟抽】gaCtしIally ateit・  
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練習舶勢水丸研究基凝   



96  lふLt口裕岬両郎・野々日羽朋‡トlヨ露盤夫・付利栄二・陣即哲助・石倉 鈎・Ⅰ机l三】誠  

釣漁濃にとって鋼は極めて盈要な役割を擬している。中でも延縄漁米ほ多数グ）釣針に餅を付け  

て魚がかかるのを待つ漁法であるため、使用する研にほ対象魚に好まれるばかl）でなく、保歳が  

容易で多駿に入手出来る、研持ちがよい（釣針から落ちにくい）等多くの条件が要求される。ま  

た水魔物の利用度が高まるにつれて、従来機瀾憧れている天然開料は食糧としての価値が高まる  

傾向にあるので、、上述の条件を英職した人工研の開発が蒐賓祝されると考える。   

姓乱用人工綱の開発を針指した研究報告には小山ら（1971）、嶋閏（1972）、小林（1975）、  

軋＼lくIGljC川ら（1980）、酉（1981）などがあるが、天賂研斜に匹敵する人工研は未だない。   

著者ら（1983）は蓄先覚光体によって蛍光を発するウレタン製のスポンジ淑ドーナツ型試料を  

作り、発魚用のフィードオイルを含授させ、対象魚♂）化学感兇と視覚を刺激して餅の誘魚効果の  

向上を試み、イカの切身綱に添えて底延縄の釣教率を増大することが出来た。しかし、イカの切  

身を月ヨいず、この試料だけを釣針に刺した実験によって得られた釣獲率は極めて低く、同じ実験  

で比較のために用いたイカの切身だけによる釣孝墜の0．1倍であった。この原ぎ表＝ま、ウレタン製の試  

料が天然榊斜に比べて、対象魚に触魔上の異物感を与えたためと考えた。   

延紬漁法では、対象魚が開の付いた釣針を［ニ用空に入れ、‡コ鱒を閉じ、研を引きちぎって呑み込  

もうとする時に釣塞が成立する（山に‡，1974）。したがって、底延純に用いる人工研料は対象魚の  

触覚・味蒐を十分に満足させるものでなくてほならない。   

そこで著者らは対象魚の味覚を亜祝した、摂取され易い試料を試作し、1982年10月から1983年  

10月の間、本学練習船蘭水丸によって洋上実験を魂ねた純潔、人工餌料開発に関する基礎的な知  

見を得たので報告する。  

F‡g・トExperimentail）aits：a，Slice（lsquid；b，Artificiall）ait R（R・Iand R・王Iwere sinlil；lrin  

叩Peara11CetOiモ，）；C，Al・tificialbait R－V withafluoresceI－t】－1ate－■ialatt；lCl－edl（王そ・Ⅳa王1（l  

王そ・lIl＼Vere SinliI那in appearzlnCetOlそ・Ⅴ．）．   
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SeG †loor  

Fig・ど・Co－－StrtlCtio王－Of the bott（川－Setlol哨・1ille．  

実 験 方 法  

実験試料の釣獲効果は、湿蒐鼠約20gのイカの切身（Fig．1，a）の釣獲効果を対照として、  

実験試料による釣蔓隻率を同突放で比較のために用いたイカの切身による釣獲率で割った値で検  

討した。各爽腺に使用した漁具はFig．2に示す底姓純5鵬限で、各鉢には10本の釣針を付けたので  

1恒1の実験に用いた釣針ほ500本であった。   

鋼を釣針に付けるに際してほ、各鉢10本の釣針を上mF■5本づつに別け、対象魚の遊灘瀾による  

片寄りをな〈するため、上5本人工鋼、下5本イカの切身、上5本イカの切身、下5本人工研と  

灸亙に配膳した。また瀾摘によって釣攫魚の捕戚や分布密度に大きな差があったグ）で、各糾に対  

する釣基準は各実収毎に算出した。   

焚腺ほrJla‡〕lelに示すように熊野灘と東支那海東部の水深248mから830111の渥域で20i弘行われ  

た。漁具の布設ほ夕方から開始され約45分で終った。j馴又は翌糾の8将噴から開始され2～3時  

間で終ったので、漁具が渦中に布設されていた時間は12．6時間から18．訓雛…宣子でありた。（乳験1は  

矧と‡】のみ9．2時問）（，  

対象魚の触覚に関する反応を知るための基礎実験  

イカの切身を‡三】本薬局方タイプ1グ）ガ…ゼで覆ったことによる釣基準への膨朝をしらべたとこ  

ろ、両者による釣獲率はT止1elの実腺1、2に示すようになった。   

イカの切身を目の荒いガ…ゼで攫っても、化学感盈を刺激する成分の溶出状況闇ほとんど変り  

ないにもかかわらず、ガ…ゼで覆うと釣搬率が平均値で1／2に低下した（）このことは、ガーーゼの感  

触が異物感を与え、対象魚の桝を呑み込む動作に障害となったためと思われる。この結潔から底  

延縄用の人工研料の条件にほ、まず触一兇が盈賓であると考えた。   
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TabIe T．Datafortheexl）erimentalfishing：Sq，Squid；AB・，Artificialbai【；Sq・G，Squidbaitcovcrcd  

with cotton gauzc；Sq▼i），Sqtlid bait covered wiLh a thin membrane of hydrophilious  

polymer；R，lモ・‡～R－Ⅴ，ArtificialbaittypcR・R・I～R・Ⅴ  

Soake（】time   

（110ul・）   Lat．N  Long．王；   

9．2  330山46′   
15．3   ：54 血01  ユ36 －W29  

1S．5   29 －09  
5         5  

18．3   

127仙ユ6妻三  

3′ま 岬01   柏 136仙29 4   5   

】2．6   2  

ワ   
18．5   

】7．8   29 －50  持    127仙53 E          28 仙51  127－054  4 136山304   
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7  

18．1   3Jl…00  136 一肌30   5  

7  
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Sep．11w】2  

Oct．20洲21   
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そこで突放3、4では水温7℃から20℃の海水中でそグ）袈耐がとけて、離れた生イカの体発と  

よく似た状態となる水溶性樹脂の制莫で報ったイカの切身とイカの切身とをくらべ、水溶椀樹瀾  

の効果を検討した。   

結果はTablelに示すようで、水路性樹脂膜で覆った桝の釣獲率ほイカの釣獲率の1．柵写、1．酎薔   
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Catcll  

S（ト ＊  

5、6  N11！Ⅵb（空r Of bajts t‡Se（ま      Sq・l A・払       250    S（i，G 250      135      ／／ 135  6．7  
256  S〔トP 90   摘．5  

2∠と1  Jノ 115   4．1  

240  R   250   20．司 

250  R山1250  

250  ／J 250  

250  

250  6．0            4．S        ナノ  250   ユ1．6        ／J 250   17．2    円     250    1モーⅠⅠ250  9．6  250      メ／ 250   13．6  250      ／J 250   ユ9．6  ， 250     J／ 250   23．2   

†ate（％）   iミe‡ative   

A．B．＊＊   ＊＊／＊   

3．6  

2．2  

25．6  

4，3  

4．0  

1.0 

1．2  

S．4   

8．4  

0．8  

3．2   

5．6  

6．8   

8．d 

4．0  

であった。このことば、対象魚の触覚に関して海水中で変翳した水溶性樹脂が招楢のさまたげに  

なっていないことを示しているものと考えた。   
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リボン型人工餌の試作とその洋上実験（実傲5～20）  

紙料   
実験3、4の結果から水溶性樹脂の効果が有効であることがわかったので海水中で徐々に溶け  

る親水性高分子柑を素材にした牢固灘郷津l・、R（Fig．1，b）R血Ⅰ、R脚ⅠⅠ、R叫1Il、R…Ⅳ、  

R榊Ⅴ（Fig．1，C）を順次試作した。   

各試料は厚さLOtmn－巾13．Omm長さ60．Onlmのりボン状に盤型切断して便用した。各試料の組成は  

Table2に示すとおりで、混入した成分が徐々に海水中に溶出しで、対象魚の唄覚ないしほ味覚  

を刺激するとともに、R、R－Ⅰ、R仙IIでほ混入した葦光蛍光物質からの蛍光によって、試料  

の存在を目立たせ、控研活動を確実にしようとした。   

R一日L R岬Ⅳ、RmVほイカの切身桝に含まれるであろう誘魚成分に粟目して、イかの肝臓  

油を含む墨色の養魚用配恰灘料を混入した。そグ）結果色が累かっ色を思し、R脚ⅠⅠのように畜光償  

光物質を混入しても蛍光が発しな〈なった。そこで焚験】6から20では、R仙ⅠⅠを巾13…長さ15…  

に切って、使用前に十分な光刺激を与えた後Fig．1のcに示すようにその小片2枚を実験試料の  

晰如こ添えて釣針に刺し、蛍光による誘魚をはかった。  

Tab】e2，Coll叩OSiti（〕110f artiriciall）aits  
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＊ A flL10Ⅰ・eSCe11t！11ate‡・ialⅥraS attaClled．（See‡γig．1．c）  

試料の切断堰について   

釣針に刺した言式料を釣針から引きちぎるに要する力（切断低）をバネ秤によって測定した。測  

定は釣獲実験に使用した試料と同じ大きさに切ったイカの切身とりボン型人工研R潮目、R叫Ⅴ  

について、釣針に刺した蔽後の使用前、洋上窺放で静水丸のIヤーヨ根上に接収された使用後、水温6℃  

から8℃の海水を入れた水郷こ授掛率の状態のものについて行った。（熊野㈲におけるすべての実  

験は淘威付近の水温が6℃から8℃で行われた。）   
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Tab‡e3．Nし1111bers of fisIICa咽ht cia＄Sified by the experiローentall）aits  

3  ∠1   

Ⅰ    2         5   

25025（〉〒13言星135  256l901241…‖5  250l250  250  

1  3 － －   9 －  

－ －   2  2  

ー ー   1 －  

レ1 ユ1 － －   9 …  

2＋一・・－ －  

10  9 － …  ーー －・ 4 2  7   

ー ー  1 －  

1 － － －  

1 － － －  

4  1 － －   1 －  

1G  8 …  2  27  7    ー ー  1 1          － － 1 1  1 1  ロ    ー ー  ∴1 一        ー ー ‡l －            2          】 鵬  2 －        l … － …      田  州 －  2  －    ツ   ワ    1 － － －        14  ミ） 9  3  37 23 10  5  ∠拍 10  15   

Exp．No．  

て、ype or baiL  

N＝‖1l）し、l・l）r t）こIit  
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Åiza汀Ie  

Mo111ijizaれ1e  
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KasⅧ11iza111e  

Heralsunoza王11e  
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K11rOanagO  
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！〟Ioraanago  
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A】・ヱI  

Kuro】11utStl  
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ノ箋prgざi混円上βSp．  

仇両頭椚…棚  

C．納Om〟rgiJid那  

こ叩腑紺腑  

C．～（・JざJJ油け  
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結果を示すFig．3によれば、イカの切身の切断檎は1．Olくgから2．51唱と測定値のばらつきが大で  

あった。これに比べリボン聖人工餌の切断檎は略塩山で、使用前の半固形状磯で1・Olくgから1・5lくg  

あり、海水中で次第に弱化して機周彼の「捲り糾」で約0．5kgであった。   

試料のTextureについて   

水温5℃から6℃の海水を満たした実験室内の水欄にi釦ナたイカの切身と、リボン型人工糾R  

－Ⅳ、RwVを縫時的に取l）出し、試料に付諮した精鋼使物磐をよく振り切った上で、試料を台  

秤の」こにのせ、蔽径3n】mのシリンダー状プランジャ岬を押しつけて各紙料の破断強度の経将変化  

を測定した。この方法は簡易プランジャ…法と呼ばれ、ねり製品のTexttlreをしらべるために三  

宅ら（1969）によって考案され美美闇である。   

結果はFig．4に示すようになり、夜潰時間の経過に伴うリボン型人工研料R…ⅤのTexttlre  

の変化傾向は、イカの切身のそれと略同じであった。  

結果 と 考察  

各実験でイ鋸＝1ヨした試料とこれらによる研別の釣減免数ほTable3のようであり、総計で31椰870  

尾魚穐不明6尾であった。   

各実験ごとにイカの切身による釣雑魚の釣獲率（％）と、各人工研による釣攫魚の釣強率（％）を  

求め、後者の前者に対する割合でを求めた結果をTablelに示した。爽戯5におけるRの釣獲率  

は極めて低く、rの俄は0．20であった。これに比べスケトウダラrんeγ（‡gγαC′iα～c岬・∂7花mαの魚  

粉を入れたR…‡の1・偵は0．3から0．7となり、平均値で0．53であった。   

魚粉の効果を蕊祝して魚籾と、澱粉に収瀬させたイカ納を相恩したR…ⅠⅠの結果を期待したが、  

Tablelに示すように増巌効果ほ認められなかった。（実収10～13）   

摺酵促進効灘があると云われているイカの肝臓油を含む餐魚用の配合飼料を混入したR－Iilの  

免験結果ほTablelの突放14、15に示すようになi）、顕著な効果が認められなかった。   

そこでイカ油の螢を減じ、j■照勒促進物質AlaIline、GlyciIle、BetaiIleを添加したR脚Ⅳを試験  

した。（突放16～18）R…Ⅳには人工研料の水中蕊嵐を大にして研の動きをよ〈しようとして炭酸  

ヵルシウムを加えたため、混入成分の溶出が阻害されていることがうかがわれ、釣蔑効果を向上  

出来なかったのはこのためと考え、炭酸かレンウムを除いたR－Ⅴを試作した。R－Ⅴによる爽  

験19、20の成絞は極めてよく、rの平均値は1．55であった。   

これ迄の実験で算出したどの條は釣磯魚の合計数によって求めたが、魚種によってrの俄に差  

があると考えられた。   

そこでTal〕1e2によって各魚種ごとの釣獲率をイカの切身糾と各人工糾別に求め、後者を前者  

で測って各魚桃別にみた㌻の値を求めた。   

結果はFig．5に示すようになり、各人工抑こよる㌻の伯はトカ‾ジンCo～0†・軸服ふ購力叩州永－Jざ、  

ホオヅキ肋zαふ～′i∠g eグ7エムケーだす托∂9■g‡√ぶ、エゾイソアイナメタん〃ぶgCIJ～㍑ぶヤZα∬g7購！¢～czgて1に近かった。  

またRwVでほトオジンとへラツノザメ瓜猫最α里油川は川の㌻條はそれぞれ3．4、2．2であった。  

ユメカサブ〃e∠ざcoge柁㍑ざん軸e乃doげgほR－Ⅰでr砥が2．1であった。   

図の下端に示した㌻の値が0の魚種ほスルメイカの切身では釣れたが人工糾でほ釣れなかった  

魚種であるが、これだけの登料でほ人工彿にかかりにくい魚種とは決めがたい。針たギス凸加仲  

～／げ～ぶぶマ↓ぶgg5紬，ハゲイワシ朗毎朋墨壷油川別郡毎咤タナウオ11†・よc九～附ぞ∫ぶJ叩ま～げ～∠ぶはイカグ）切身  

では1尾も釣れなかったのに人工研によってだけ釣れたが、これらの魚椛に対する考え方も今磯   
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さらに実験を蕊ねたうえで検討する必要があろう。   

R岬Ⅴによって初めてよい成績が得られたことに菊巨‡してTable3をみると、R－Ⅴが他の人  

工餅と輿なる点ほAia11ine、Glycine、8etaineの添加である。   

Fig．5によると他の人工飼での釣独率が低率であった軟骨魚類の中で、R…Ⅴによるヘラ  

ツノサメの㌻値が2．2であったことは注目に倦する結果であろう。   

味盈刺激物質に対する招鋼反応には魚種による差があることが知られている（日商、1981）。ま  

た底姓楓の釣獲試験紙莱から餅に対する魚機潤】の選択性の差を指摘した報告（Bjordal、1983）  

もある。   

人工開の効果にも当然各成分に対する対象魚の選択性が反映していることが推察され、本実俄  

における1・の砥が魚穐ごとに大きく追っているのほこのためと考えた。   

今後は添加成分を替えることによって魚椎による選択性の検討を行いたい。また今回の実験で  

は純正試料を用い、その鼠も戎いほ必要儲を越えているとも考えるので、今後は順次その凝を減  

じる等の検討も試みたい。   

残餌率について   

延純の釣針に付けた餌ほ布設後つけ替えることが出来ないので、漁具を揚収した時の釣針に糾  

が多く残っていないような研ほ、…般に「桝持ちが恋い」と云われ、布設中の漁獲が十分に期待  

出来ないと考えられている。しかし延純漁法における研の役割は、研が釣針に確実に付いていれ  

ばよいと去った単純なものでほないようである。   

姓純の餅ほ級弛が行われる水深偶に食も効果的にセットされた柏餅の役割を果たし、対象  

魚はこれらの開を求めて近寄i）、これらの餅をむさぼり喰っているうちに誤って釣針にかかっ  

てしまうという東研（1982）の報告や、餌を釣針から引きちぎるに饗する力が大き過ぎると、か  

えって釣針がかかりにくくなるという山‡コ（1974）の実験報誓がある。したがって股も過当な切  

断値の決完は∴対象魚に好まれるという条件とともに、人工餅の製作に極めて蕊要な躯項である。  

リボン型紙料の切断欄は実験結果からみてイカの切身研のそれと比べて概ね適当な値と考えられ  

るが、残研率ほどうでかろうか．   

そこで〟迎の突放で静水丸に接収された釣針に残っていたイカの切身餌とリボン聖人ユニ桝R、  

R－Ⅰ、R…Ⅰ‡の数を実験毎に数え、各実験に使用した各糾の数で割って求めた残留茎臣率（％）を算  

出したところ、実験5から13における人工研の残餌率は85％から96％であった。これに比べ同実  

験におけるイカの′りJ身研の残開率は7％から64％であった。   

Fig－3によれば、接収されたイカの切身糾の切断低は1．0Ⅰくgから2．Olくgあi）、渦中で自然に脱落  

する程弱化していないと考えられる。研がな〈なった原因をイ附こ対象魚による取意膏と考えると、  

釣勝率が商い時は対象魚のj■難埠回数が多い将であるから、魂綱率は低くなるであろうと考えた。   

綱凝結果によって各爽倣毎の釣搬率と残餅率の関係を研別に求めたところ、Fig．600aのよう  

になった。図からイカの切身餌でほ残研挙が商い時に釣獲率が商い傾向がうかがわれ、糾がな〈  

なる原因は対象魚による取意膏ばかl）でなく、むしろスカベンジャ血生物による被暑が主牒一であ  

ろうと考えた。   

著者らは1983年10月23日、勢水丸の調査で魚篭に入ったオオグソクムシ風沈痛椚潤皿ゞ 潰品押一  

わ塙最 21尾を、3ヶの飼育水槽に7尾づつ入れ、21．6℃から23．1℃の海水を循環させながら、各  

稽にイカ、マイワシ、リボン型人工闊R…】Ilを入れ、各研に対する摺綱鶴腐を行った。   

実倣は23日の08時30分から翌日の08暗まで続けられ、その間に各餅ほ底進沌に用いた抑こ残さ   



107   リボン聖人工研  

50  

Percentage of returned baits  

50  
Pel‘centage of retunledl〕aits  

Fig．6．a＆b．Rclation bctwcen thecntch rateofthebaitsand thepcrcclltage Ofreturned baits．  



1f）8  山…用卜郎・甘l巨？紺け封邦・仁！露盤夫・丹灘悌二・神野頼朝・ポ食 疾いド＝＝＋洩   

れたとi司い捗外棋硝痕潮凍明して招囲された㌦ ノし1二糾Rm血1Hに対する棋研鼠ほイカやマイワンに  

・                 ・        ・－－       ●   ・         ・ ・  

スカベンジャ仰生ご物による被繋が少ないためと考－えた蔦   

次に架倣16から20の結果によって、イカの切身鋼と人工研R…王Ⅴ、R刷Ⅴの残鋼率と釣攫率署  

柳糸を求めたところ、Fig．6bのようになった。人工研欄…ⅣはFig．6aの人工研と変らな  

い伸脾1であったのに比べ、R甜肘Ⅴでほ桟糾率も釣獲率もイカの切身と杓んど変らなくな／つた〈。  

F厄．7．Iie111Il妄I11tS Of the artificiall）ait‡ト＼7 Ⅵritll卯a＼Ved‡11aI∬lくSl）〉・SCaVengel・S．  

勢水丸の船上に接収された人工研欄刷Ⅴの15％から24％に、スカベンジャ叩生物による招研椴痕  

跡が認められたことを併せ考えると、人工開署鵬Ⅴがスカベンジャルー生物にとってもイカのィ切身  

錮に近い効能を鼠職していることが明らかとなって、本研究の鋸t掴く…喀速されたものと考えたぐス  

（Fig．7）   

今後ほスカベンジャ…生物の招桐生態を硝甥することによって、約獲対象魚に好まれたうえス  

カベンジャー一生物による被喜の少ない人二1二糾の開発を考えたい。   

終りに本研究を進めるに当って協力頂いた本学部小林裕瀦細‡i・伊沢邪魔闇路腔パパ刃圭粗野謙欄  

肋手に謝意を述べる。   

この研究は】…→郎文部省朴学研党費（1982年腰上・股研究（CH取越番号5756018（う、研究代漁掛1け1  

神山郎）によった（〉  
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